
(財)建築保全センターの審査証明を取得

排水管更生工事
工法説明

Ｐ・Ｃ・Ｇ ＦＲＰサポーター工法



【 施 工 会 社 概 要 】 1



・排水管(鉄管)の寿命は通常15年～20年

・それを過ぎると、配管の汚れや錆によるつまりや

漏水が発生します。

【何故、配管の更新・更生工事が必要か？】

昭和の建物は既に配管の
寿命がきています

【継手部腐食】 【たて管スラブより腐食】 【たて管腐食部分】
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【配管補修工事の種類】 3



ﾗｲﾆﾝｸﾞ材を浸み込ませたﾁｭｰﾌﾞ状のスーパータフネスクロスを、

配管の内面に空気圧で張り付ける工法です。

【Ｐ･Ｃ･Ｇ ＦＲＰサポーター工法とは】※審査証明排水管更生技術第1502号

パイプの中にもう一本パイプが出来上がります！
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ご提案する工法について
【P･C･G FRPサポーター工法】※特許工法
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p7

異径管、穴のあいた配管にも対応

排水規制は日中のみ。
ロボット工法の採用により中間階への入室が不要

厳重な耐薬品・耐水圧等の各種検査を行い
２０年の長期保証を設定 ※定期洗浄契約締結時

①高対応性

②居住者にやさしい工法

③高強度・高耐久性

【ＦＲＰサポーター工法 ３つの特徴】 6



①たて管洗浄・下地処理研磨・乾燥

【洗浄後】

7



空
気
圧

②たて管 ＦＲＰライニング 8



③枝管分岐部削孔・洗浄

管内カメラ
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枝管分岐部研磨作業

枝管分の錆こぶをトーラーで削りとります。

その後、高圧洗浄にて洗い流しながら吸
引車にて除去したした物を吸引します。

管内カメラ
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枝管分岐部高圧洗浄作業

サビ 汚れ

サビ 汚れ

吸引

水を高圧噴射

削孔箇所
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枝管分岐部反転ライニング

管内カメラ
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ＦＲＰライニング 施工フロー

枝管分岐部も
ＦＲＰライニング

分岐部削孔 分岐部ﾗｲﾆﾝｸﾞ

２ ４

たて管ﾗｲﾆﾝｸﾞ

ポイント：管内部から施工する為、中間階は入室する事なく施工が可能です。

３

高圧洗浄・研磨
下地処理

１
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施工イメージ（例：台所系統 階高５階）

入室なしロボット施工

施
工
範
囲

入室あり作業場

入室あり作業場

左記図の通り、基本最上階・最下階で
の工事です。

この工法は、ハツリ作業が発生しない
為、更新工事と比べ、騒音・粉塵などが
少なく、居住者様のご負担を軽減出来
ます。
また、更新工事と比べ入室作業が少な
いです。

費用面に関しても建築工事が極端に
少ない事から、更新工事と比べ
コストパフォーマンが良いです。

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

５Ｆ

入
室
な
し
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見積範囲 系統図 15
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見積範囲 壁開口対象 簡易図 16
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■：壁開口必要住戸

調査の結果により、

変更がある場合があります。



某マンションの場合①
室内配管の例。
浴室・洗濯・洗面・トイレの配管が集まり、トイレ裏の壁の中に流れています。
配管切断の際には、トイレ裏の壁の開口・復旧が必要になります。
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洗濯

洗面

浴室

トイレ

台所

青線部：施工対象配管
赤線部：施工対象外配管

配管切断の際にはトイレ裏の
壁開口が必要になります。



某マンションの場合②

壁開口前
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トイレ壁開口作業の一例

壁開口中 壁開口後

壁開口・復旧作業はライニング工事とは別日に行います。



某マンションの場合③ 19

トイレ裏の配管がリフォーム等によって変わっている場合、施工内容に変更がある場合があります。
以下、想定される変更内容の一例です。

配管が外せない場合、
便器を全て取り外す
場合があります。

配管状況によっては、
合流部を塗装処理する
場合があります。

塗装処理された配管

リフォームや配管の状況等により、上記以外の仕様変更も発生する可能性があります。
今後の調査の結果により、組合様にご相談をさせて頂きます。



【 主な使用機材 】

たて管FRPﾗｲﾆﾝｸﾞ後、枝管削孔及び専有部
枝管へ、つば付きクロスを挿入し(ﾗｲﾆﾝｸﾞ剤
含浸済)管内にクロス圧着させ枝管のFRP
ﾗｲﾆﾝｸﾞを行う。

枝管削孔機・枝管反転機
ライニング剤含浸(ﾀﾌﾈｽｸﾛｽ)

加熱装置
（硬化促進の為使用）

反転装置
（クロスの巻き取り・打ち込みに使用）

管内カメラ （施工前・中・後の調査に使用）

【高圧洗浄車W1,800×L5,000】

付属の洗浄ホースを屋上に一旦引き
上げ、管内に挿入し管内の汚れ、柔ら
かい錆を除去

【吸引車W2,000×L6,000】

高圧洗浄の際、洗浄廃液を
桝側で吸引回収

【ライニング支援車】

機材の積み下ろし 【コンプレッサー】 25HP

管内研磨、枝管削孔、タフ
ネスロス反転挿入
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【 排水規制のお願い 】

排水規制時間は9：00～18：00頃迄です。
洗濯機

自動タイマーで

うっかり排水

汁ものの

うっかり排水

食器洗浄機

自動洗浄機能排水

ご家族・ご友人が

気付かず排水

『湯船を空に』 『タイマーOFF』 『電源OFF』 『お伝え下さい』『ご注意下さい』

排水規制札のご協力を

おねがいします。

うっかり排水をしないためにも・・

電 話：03-3440-6401 担当：吉川一喜
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【 臭気・作業音を抑制するための対策事項 】
更生工事の作業手順（下地処理）

共用たて管内の高圧洗浄、錆除去を目的とする研磨に
て発生した汚泥を吸引する作業に伴い

『①封水の吸引により臭気が発生します。』
『②管内を通じて作業音が発生します。』

そのため、左記図に示した事項の対策を行うことが必要
となります。

※まれに洗浄水が排水口より噴き出す場合がございます。※更生工事後は、排水して頂ければ封水を行う事ができます。
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※下地処理（洗浄研磨） イメージ図

ＰＣＧテクニカ
警備員

ＰＣＧテクニカ

高圧洗浄車

吸引車

洗浄車

管内カメラ

高圧洗浄ホース

管内の汚れ、錆を除去し、吸引

研磨機具

高圧洗浄

吐出圧力２０MPa～３０MPa

研磨度基準

ＩＳＯ８５０１ Ｄ Ｓａ２

洗浄ホースなど
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※ＦＲＰライニング クロス準備 イメージ図

インナーチューブとなる
フィルムチューブ

ガイドロープ

実管長さに対して１．１を乗じた長さ分＋発進側余長分＋到達側余長分のクロス・チューブ準備
例）実管長１５ｍ×１．１＋発進側余長分0.5ｍ＋到達側余長分0.5ｍ＝１７．５ｍ

タフネスクロス
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※ＦＲＰライニング剤準備 イメージ図
主剤と硬化剤の配合は重量比で、３：１であり、混合完了時に斑がないように行う

白：主剤 青：硬化剤

撹拌

ライニング剤調合
色見本と照合
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※ＦＲＰライニング剤含浸作業 イメージ図
含浸装置の上に脱気済みのタフネスクロスを伸ばし、ライニング剤を流し込み含浸を行う

真空ポンプ
クロス内の排気

含浸済みのタフネスクロスは、次工程まで冷水槽に
入れて硬化反応を遅延させる
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※反転機に装填（巻き取り作業） イメージ図
含浸後のタフネスクロスの一端を反転機内の温水ホースと連結して反転機内に巻きとる

シリコンを付け
滑りを良くする

反転機

温水ホースと連結

反転機に巻き取り後、他端は反転ノズルに
バンドにて装填固定する
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※反転・挿入作業 イメージ図
コンプレッサーから圧縮空気を供給し、０．０４～０．０５MPaの圧力で管内に反転挿入する
反転完了後、０．０３～０．０４MPaの圧力で保持し、６５～７０℃温水を供給する。

警備員

加熱装置

コンプレッサー

サクションホース

含浸後の

ライニングクロス

既存管

含浸後の

ライニングクロス

ライニングチューブ

温水

６５℃～７０℃

到達側部余長分

発進側余長分

温水ノズル

加熱装置
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※硬化後、インナーチューブ除去 イメージ図

温水ホース

温水ノズル回収

①余長分切断 ②温水チューブ取り出し ③ライニングチューブ取り出し

①余長分切断

硬化確認後、温水から冷水に切り替え、
ポンプ等を停止し残流水をエアーブローした後に、
エアーの供給を停止し、ライニング材の両端を切断し、
温水ホースとインナーチューブを抜き取る
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※枝管合流部削孔 イメージ図

枝管削孔機

管内カメラ

ワイヤー

ウインチ

削孔風景 削孔風景

たて管最下部で、最上部に設置したウインチから降ろしたワイヤーに削孔機を取り付けて挿入し、
管内に引き上げ、順次、ＴＶカメラによる遠隔操作により、枝管接続部の削孔を行う。
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管内カメラ

枝管研磨機

※枝管合流部削孔後の研磨・洗浄 イメージ図
管内カメラで確認しながら、所定の枝管合流部にワイヤーの先端を挿入した後、
エアモーターにコンプレッサーからの圧縮空気を供給しワイヤーを回転させる。
その後、枝管合流部を洗浄する。
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管内カメラ

枝反転用治具
枝用クロス

シリコンゴム

シリコンゴム

管内カメラ

ワイヤーエアーホース

※枝管合流部反転 イメージ図
専用のつば付きクロスにライニング剤を含浸させ、同クロスを装着（装填）した治具を最下部から
挿入し、所定の位置まで引き上げ、管内カメラモニターで確認しながら治具を加圧しクロスを反転
挿入する。（０．０８～０．０９MPaの圧力で保持）硬化後、エアーを抜き治具を回収する。
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